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守備の楽しさを味わうベースボール型の授業提案 

～守備局面における技能の向上を目指して～ 

 ルールや場の工夫 

 

FP（ドリル運動・タスクゲーム） 

捕球 送球の判断 ポジショニング カバー  ベースボール型の運動の楽しさ 意欲 連携  

仮説１ 

フィールディングプログラム（FP）を行

えば、守備局面における技能が身に付き、

多くのアウトをとることができるだろう。 

仮説２ 

ルールや場を工夫することで、守備局面にお

ける判断を焦点化することができ、誰もが守

備の楽しさを味わうことができるだろう。 

児童の実態から 

・ボール操作が難しい  ・ルールが分からないと楽しくない 

・守備のルールが複雑  ・得意な子だけが活躍している  ・得点が取れるとうれしい 

・チームのみんなと協力できたときに楽しさを感じる 
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【学習で使用した用具】 

  

 

 

 

 

 

 

 

【コートについて】 

・塁間は１２ｍ、ボールデッドゾーンまでは１５ｍでラインを引く。 

・1塁には走者用の１．5ｍのセーフエリアをつくる。 

・打者から３ｍの位置にアウトゾーンのラインを引く。 

・打者から６ｍの位置に守備ラインを引く。打者が打つまでは、守備ラインより後ろで構える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 公式球で取り組んでみたところ、打球速度が速く、捕

球しづらいという意見があった。 

ボールは新聞紙とガムテープを使用し、１人１個作成

した。公式球よりも一回り大きく作成することで、児童

にとってつかみやすく、固くないので、恐怖心を感じる

ことなく練習やゲームに参加することができた。 

（左：公式球 右：新聞紙ボール） 

ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
ゾ
ー
ン 

ディフェンスライン 

アウトゾーン 

ボールデッドゾーン 

取り組んでみての児童からの声 

①１塁までが遠くてボールが届かない。 

②ボールを捕った後、どこに投げれば良

いかわからない。 

③アウトがなかなかとれない。 

④守備範囲が広すぎる。 
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基本コート（変更後） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【ルールについて】 

○５対５で行います。（チーム内から１人審判を出すので１チームは６人以上が望ましい） 

○ランナーを１塁に置いた状態からの攻撃（ランナーがいなければランナー1塁にする）で試合を行い

ます。 

○アウトを取ったらそこで１プレーを終わりにします。 

★守備 

・５人で固定します。人数の違いがあれば、多いチームの人数に合わせて攻撃回数を調節します。 

・打者が打つ前に、必ずタクティクスタイムを取ります。 

・守備側は 1アウトにつき 1 点の守備得点（守備者がとったアウトのみ）になります。 

★攻撃 

・打者 1巡で交代し、試合は２回裏まで行います。 

・ファールは 1回目のみ打ち直し可能です。2回目はアウトになります。 

・ランナーがホームインすると攻撃得点１点になります。 

・守備側がノーバウンドでキャッチした時はアウトとなり、ランナーは前の塁に戻ります。 

・バッターボックスから出てボールを打ってしまった場合はアウトとなります。 

・ホームランはアウトになります。 

・スライディング、リード、盗塁はなしです。  

ホームランライン 

ここをノーバウンドで越えて

しまうとアウトになります。 

ランナー用１．5ｍセーフエリア 

駆け抜けてボールを持った人にタ

ッチされるとアウトになります。 

アウトゾーンライン 

バッターから３ｍの場所にアウトゾ

ーンのラインがあります。このライ

ンをノーバウンドで越えないとアウ

トになります。 

注意！！ 

バッターボックス 

ボールを打つときにこの場所から

出てしまうとアウトになります。 

★授業の流れ 

１．あいさつ    ４．メインゲーム 

２．ドリル運動   ５．振り返り 

３．タスクゲーム  ６．整理運動・あいさつ 

 

 

60°でラインを引く 

１２ｍ 

２×２ｍ 

６ｍ 
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・三角形をつくり、キャッチボールをする。（ゲームを想定し、６～８ｍの距離をとる） 

 

 

 

 

【ポイント】 

・体を投げる方向へ向ける。 

・相手の胸に向かって投げる。 

・ベースへの送球を想定する。 

・動きながらキャッチをする。 

【教師の動き】 

・音楽で動きを区切る。 

・できていない児童に声をか

ける。 

 

 

 

・入れ替わってボールを捕球・送球をする。 

 ABCD の役割を３０秒ずつローテーションで行う。 

【役割 A（バッター）】D に向けてボールを打つ。 

【役割 B（返球補助）】C からボールを受け取る。A の位置にボールを返す。 

【役割 C（１塁守）】送球を捕球する。捕球したボールを B に渡す。 

【役割 D（守備）】打球をキャッチする。C（１塁）に向けて送球する。 

 

 

 

 

 

 

フィールディングプログラム（FP） 

 

 

【ポイント】 

・ボールを迎えに行って捕球する。 

・捕球後、すぐに送球する。 

・ポジティブな声かけをする。 

【教師の動き】 

・できていない児童に声をかける。 

・良いプレーをしている児童をほめる。 

 

〈トライアングルキャッチボール（１分半）〉 
 

 

 

 

〈ローテノック（４分間）〉 
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・チーム内でランナーがいる場面を想定して守備練習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① チーム内でランナー役、バッター役を決め、それぞれの位置につく。 

② それ以外の人は、守備位置につく。 

③ 守備側は、どこにボール投げればよいか確認する。 

④ バッターが打ったら、それぞれの塁へ送球をする。 

【ポイント】 

・チーム内で送球位置の確認。 

・ポジショニングの確認。 

・捕球者は声を出す。 

・誰がベースカバーに入るのかを確認。 

【教師の動き】 

・できていない児童に声をかける。 

・良いプレーをしている児童をほめる。 

 

〈ノックゲーム〉 

ランナー2塁 ランナー１・２塁 ランナー１塁 
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単元初め 

 

単元終わり 

捕球 ①【打球への反応】 

・棒立ちでボールを待っていたり、見送っ

たりしていた。 

②【キャッチミス】 

・落球したり、弾いたりしていた。 

・正面の打球しか捕れなかった。 

③【捕球の仕方】 

・上から手を被せるようにして捕球してい

た。 

・片手で捕球しようとしていた。 

① 打球に反応し、動けるようになった。 

①打球を落としたり、弾いたりすることが減っ

た。 

②横を抜けそうなゴロや、高く上がったフラ

イ、ライナー性の打球も捕球できることが増

えた。 

③両手でボールを包み込むように捕球すること

を意識できるようになった。 

送球 ①まっすぐ投げられない。 

②届かない。 

③強すぎてしまう。 

④腕だけで投げてしまう。 

①狙ったところに送球できることが増えた。 

②遠くても届くことが増えた。 

③近いところは下投げにするなど、送球の強さ

を変えられるようになった。 

④送球方向を向き、体全体を使って送球できる

ようになった。 

ベース

カバー 

①自分のところにボールが来ないときは見

ているだけだった。 

②ベースカバーに入るまでに時間がかか

る。 

①～② 

・素早くベースカバーに入れることが増えた。 

ポジシ

ョニン

グ 

①どこにいたらよいか分からない。 

②常に同じところに立っている。 

③必要がないときも、２塁ベース上に立っ

ている。 

①～③ 

・相手や場面に応じて、立ち位置を変えられる

ようになった。 

 

送球先

の選択 

①迷ってしまい、投げられない。 

②必要のないところやアウトの取れないと

ころに送球してしまう。 

③得点阻止できるタイミングでも、別のと

ころに投げてしまう。 

①タクティクスタイムを重ね、迷いなく送球で

きることが増えた。 

②無理な送球と、それに伴う失点が減った。 

③場面に応じて、得点阻止優先のプレーを選択

できるようになった。 

仮説１ 守備局面における技能の変容 
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   ・・・ボールの位置 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変容後 

ポジショニングの変容 

ベースカバーの変容 変容後 

ランナーの状況を見て、ベースカバーに 

入る動きが増えた。 

ランナーの状況を見て、ベースカ

バーに入る動きが増えた。 

前進守備 

送球判断の変容 

ランナーの状況を見て、送球できるようになった児童が増えた。 

ランナーの状況や打者の特徴から、 

守備位置を考えて守る児童が増えた。 

 

変容前 

 
ランナーの状況を見て、本塁へのベース 

カバーができていない。 

変容前 

ランナーの状況を見て、送球ができていない。 

変容前 
変容後 

ランナーの状況を見て、送球できるように 

なった児童が増えた。 
  

２塁への送球 
２塁へ送球 

してしまった。 

本塁へのカバー 

ランナーが２塁の状況で、失点を防ごう

とする動きが見られない。 
 

 

失点を防ぐために、

前進守備が見られる

ようになった。 
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フィールディングプログラム(FP)に対する児童の反応 

〇どこの塁に送球すべきかわからなかった児童 アウトを取ることができる 

【単元の始め】           【学習による変容】 

 

 

 

 

 

〇味方が捕球した後にどこへ動くかわかった児童 ベースカバーの動きがわかる 

【単元の始め】            【学習による変容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間が捕球したら、自分がどう

動くかがわかり、行動すること

ができた。 

アウトを取るためにチームプ

レーの大切さに気付いた。 
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診断的・総括的評価の診断基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形成的授業評価の診断基準 

 

 

 

 

 

 

 

仮説２ 



資10 

ルールや場の工夫による守備局面における判断の焦点化に対する児童の反応 

〇守備得点をとることで意欲が高まった児童  

【単元の始め】           【学習による変容】 

 

 

 

 

〇タクティクスタイムにより守備の共有理解ができた児童 

【単元の始め】           【学習による変容】 

 

 

 

 

〇守備の楽しさに気づいた児童 

【単元の始め】           【学習による変容】 

 

めあてが攻撃から守

備に変わった。 

どこに投げればいいか

共通理解ができた。 

守備得点の増加がみられた。 

守備得点を設定することで何

をすると得点につながるか明

確になった。 
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〈事前〉             〈事後〉 

 

 

 

 

〈事前〉             〈事後〉 

 

 

 

 

〈事前〉             〈事後〉 

 

 

 

 

 

ホーム 

3%   
分からない 

6.8% 

 
分からない 

45.8% 
１塁 

17.8%  
 

 １塁 

12.4% 

２塁 

80.8% 

２塁 

33.4% 
 

 
１塁 

10.2% 
分からない 

8.6% 

 

 
 

分からない 

47.9% 

２塁 

10.6% 1 塁 

11.1% 

ホーム 

80.3% 

 

 
ホーム 

31.3% 

 

1 塁 

6.2% 

2 塁 

6.4% 

ホーム 

20.7% 

分からない 

66.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

分からない 

6.8% 

2 塁 

8% 

1 塁 

11.8% 

ホーム 

73.4% 

アンケート：進塁や失点を防ぐには、まずどこへ送球することを考えますか。 
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8．ドリル運動、守備局面の参考動画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トライアングル 

キャッチボール 

1 塁ランナーあり 

2 塁でアウト 
満塁 

ホームでアウト 

1 塁に送球して 

アウト 

自分で 1塁を

踏んでアウト 

ベースボール５ 

公式サイト 
新聞紙ボール

づくり 


